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穴　田　義　孝
　「ことわざ社会心理学」とは次のような新たな研究分野である。①特定社会における特定項目
（例えば親子関係、夫婦関係、世間観等）に関して、既成のことわざを複数集合させ、類句に一
貫する、共通する特定社会の共通感覚（常識、習俗規範、社会的性格等の概念）を具体的に分析、
抽出する。②特定テーマ（例えばいじめ、ニート、結婚等）に関して、特定社会集団構成員に自
らことわざを創作してもらう。これは「ことわざ創り（創作ことわざ）」と命名しているが、新た
な社会科学の調査法といえる。質問紙法の自由回答欄の回答、文章完成テスト回答とも考えられ
る。このデータ（句）を特定テーマに関する意見・態度の自由回答として分析、考察する。本研
究はこの基礎固めであり、発展を期すものである。
（1）　本年度夏頃までは執筆活動に集中し、拙著『知的大人となるためのことわざ社会心理学』文
　化書房博文社、2006年9月30日刊、B5版、399ページ（全4部、15章、約36万字）を出版
　した。本書を基礎として博士論文を作成する意図を持つものである。
（2）　これまで出版した拙著『ことわざ社会心理学』人間の科学社、1996、編著『「いろはことわ
　ざ」による現代若者気質』文化書房博文社、2004等十二の出版物を文字データとして再生し
　た。先の新刊書を軸として、これらのデータを加筆・訂正して再構成し、博士論文を作成する
　ものである。
（3）　「地方（独特）のことわざ」採集のための社会調査を実施し、多くの文献資料を得た。海外
　の国単位ではない地方性についてもデータを収集した。本年度は同時に文科省の科研費「こと
　わざによる社会・文化の探究」でも同様の調査を実施してきた。成果として、採集した沖縄、
　九州、四国、中国地方等各地の独特のことわざを60万字以上の文字データとした。これは「地
　方のことわざ」の基礎データとして出版し、主に都道府県、市町村単位の図書館や研究者に等
　に対して、地方のことわざ採集、発掘の呼びかけ、協力を依頼して日本中を網羅したいと考え
　ている。地方の区分という課題の考察、ことわざの分類項目の精緻化等により、「全国規模の
　日本のことわざ」から「各地の独特のことわざ」辞書作り、項目毎の共通点・異質点・特徴等
　の分析等を今後の研究課題としたい。
2007年9月22日に、「日本ことわざ学会」が設立された。誰もが関心はあるが、研究の中心とは
ならなかった「ことわざ学」の新たな分野を切り開いていきたいものである。
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